
笛吹市教育委員会会議録 

 

 

1 開会及び閉会に関する事項並びにその年月日時 

会議名：令和 4年度 7月定例会 

開催日：令和 4年 7月 20日 

開会時間：午後 2時 00分 

閉会時間：午後 3時 40分 

開催場所：笛吹市役所市民窓口館 302・303会議室 

 

２ 出席及び欠席委員の氏名 

出席者：教育長          望月 栄一 

     教育長職務代理   内田 淳 

教育委員      久保田 一男 

     教育委員           飯田 多惠子 

教育委員      高野 仁美 

教育委員      中島 知晴 

 欠席者： なし 

 

３ 委員及び傍聴人を除く議場に出席した職員の職氏名 

出席者：教育部長       赤尾 好彦 

教育総務課長     太田 孝生 

学校教育課長     長野 篤雄 

学校教育課指導主事  黒澤 宏至 

    学校教育課指導主事  日原 博人 

    生涯学習課長       手塚 克巳 

文化財課長      望月 和幸 

    図書館長       吉岡 浩 

    教育総務課総務担当  田中 政人 

〃      白鳥 直子 

 

4 他部署より出席した長及びその事務局部の職員の職氏名 

出席者：なし 

 

５ 教育長等の報告の要旨 

教 育 長：6月 3日から 7月 20日までの事業報告 

教育総務課：6月 2日から 7月 20日までの事業報告 



学校教育課：不登校の児童生徒数について 

   市内小中学校の体育的行事について 

   市担講師・サポーター学習会について 

生涯学習課：6月 7日から 7月 17日までの事業報告 

   文化スポーツ財団の事業報告 

文化財課：6月 7日から 7月 19日までの事業報告 

   釈迦堂遺跡博物館の事業報告及び 6月の入館者数報告 

図 書 館：6月 16日から 7月 17日までの事業報告 

 

６ 議題となった動議を提出した者の氏名 

なし 

 

７ 議会に付した議案、議事の概要、議決事項 

報告第 3 号：令和 4年笛吹市議会第 2回定例会の報告について 

赤 尾 部 長：資料に基づき説明 

飯 田 委 員：（渡辺正秀議員の質問 2「青楓美術館の存廃について」6「春 

日居郷土館は集約する施設として適切かについて」に対する 

答弁で)「春日居郷土館は、収蔵スペースに余裕があり」につ 

いて。学芸員の資格を持つ者として気になるのだが、収蔵庫 

は湿度温度管理の点において絵画作品の収蔵庫として相応し 

いのか。 

赤 尾 部 長：一般の人は入れないが、３階建で空調が入る収蔵庫がある。 

今は主に埋蔵文化財で使用しているが、区分けをするなどの 

片付けをすれば約７００点ある青楓美術館の絵画を収蔵する 

スペースを確保することはできる。 

飯 田 委 員：埋蔵文化財と絵画とは、適切な温度湿度が異なると思うが、 

調整可能なくらいの収蔵スペースがあるのか。 

赤 尾 部 長：今の青楓美術館の保管環境よりはよくなる予定だ。 

飯 田 委 員：環境が整っているのであればいい。ただ納めるだけでなく、 

絵画は特に劣化してしまうと修復等でお金がかかってしま 

うと心配していた。 

赤 尾 部 長：収蔵庫のこともあるが、春日居郷土館は青楓美術館よりも展 

示室が広く、より多くの作品を展示することができ、バリア 

フリーでもあり、一度に多くの来館者が観覧することができ 

る。 

また、春日居郷土館は青楓美術館と比べて交通アクセスもよ

く、作品をより多くの市民の方に見てもらう機会ができるの



で作品を有効活用し、市内外の大勢の人に見てもらいたいと

考えている。 

報告第 3 号：全員了知 

 

８ 教育長が必要と認める事項（議事資料） 

なし 

 

 

議事録署名 

        笛吹市教育委員会 教 育 長                

 

               教 育 委 員                

 

               教 育 委 員                

 

                  作 成 職 員                


